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日讐沖朝士舗

号

伝
統
行
事
の

継

承
方
法
を
検
討

調
査
研
究
部
会

同
時
　
平
成
二
四
年
二
月
二
人
日

（水
）

西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議
室

小
玉
隆
太
郎
部
長
か
ら
挨
拶
の
あ
と
用
意

さ
れ
た
資
料
の
説
明
が
あ
り
討
議
が
す
す
め

ら
れ
、
二
時
間
に
わ
た
る
会
議
の
結
果
、
次

の
ま
と
め
に
な
り
ま
し
た
。

①
全
町
内
会
に
対
し
て
、
鹿
嶋
船
の
前

・

後

・
横
か
ら
の
写
真
を
保
存
会
に
提
供
し
て

も
ら
う
。
②
文
献
、
資
料
か
ら
鹿
嶋

の
歌

（歌
詞
）
で

「デ
ツ
デ
ツ
、
シ
ョ
ツ
シ
ョ
ー
」

は
誤
り
で
は
な
い
か
。
専
門
家
の
意
見
な
ど

集
約
し
正
調
を
確
認
し
て
い
く
。
③
実
技
部

か
ら
模
範
的
演
奏
と
記
録
を
残
し
て

（テ
ー

プ
、
Ｃ
Ｄ
）
各
町
内
に
広
め
て
欲
し
い
。

④
鹿
嶋
祭
で
鹿
嶋
船
、
搭
載
物
、
演
奏
、

（歌
、
太
鼓
）
の
審
査
会
を
設
け
た
ら
ど
う

か
。
　

⑤
秋
田
県
内
に
伝
わ
る
無
形
民
俗
文

化
財
と
し
て
の
鹿
嶋
祭
、
鹿
鳴
流
し
が
あ
り
、

地
域
別
の
実
態
調
査
な
ど
資
料
収
集
に
務
め

る
。
⑥
各
町
内
会
の
鹿
嶋
祭
参
加
人
数

（子

供
、
大
人
）
を
調
査
し
、
保
存
会
入
会
活
動

と
活
動
を
担
う
指
導
者
の
育
成
を
図
る
。
⑦

調
査
研
究
部
だ
け
で
結
論
を
出
せ
な
い
課
題

も
あ
り
、
保
存
会
全
体
会
議
に
問
題
提
起
、

申
し
送
り
事
項
を
仕
分
け
し
て
い
く
な
ど
話

し
合
い
ま
し
た
。

金
澤
國
太
郎
副
部
長
さ
ん
か
ら
は

「時
代

と
共
に
鹿
嶋
祭
も
変
化
す
る
中
で
基
本
ス
タ

ン
ス
を
ど
こ
に
置
く
の
か
で
活
動
の
方
向
性

が
異
な

つ
て
く
る
。
保
存
会
の
設
立
主
旨
と

望
ま
し
い
形
の
伝
統
行
事
の
継
承
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
討
議
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
に
出
席
し
て
い
た
藤
枝
隆
博
保
存
会

総
務
か
ら
は
、

「保
存
会
が
発
足
し
た
こ
と

に
よ
つ
て
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
議
論
で
き

る
共
通
の
テ
ー
ブ
ル
、
会
議
の
場
が
で
き
た

意
義
は
大
き
い
。
い
く
つ
か
の
テ
ー

マ
別
で

議
論
さ
れ
た
が
、
答
え
を
急
が
ず
時
間
を
か

け
て
調
査
研
究
し
て
欲
し
い
。
今
年
の
鹿
鳴

祭

へ
の
保
存
会
の
関
わ
り
方
も
意
見
が
あ

っ

た
の
で
事
務
局
、
全
体
会
議
に
報
告
し
引
き

続
き
討
議
を
し
、
保
存
会
の
存
在
が
見
え
る

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
ま

し
た
。

日
時
　
平
成
二
四
年
四
月
十
五
日
（日
）

西
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議
室

國
安
明
製
作
部
長
が
準
備
さ
れ
た
資
料
に

基
づ
い
て
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
鹿
嶋
の
歴
史
的
意
義
、
時
代
の
変

化
な
ど
調
査

・
研
究
は
鹿
嶋
人
形
、
船
、
搭

載
物
の
制
作
に
関
し
て
大
い
に
関
わ
り
の
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。
参
考
文
献
と
し
て
川
口
爾

之
助
氏
著
書

「新
屋
語
り
草
」
の

「鹿
嶋
さ

ん
」
を
参
考
資
料
と
し
て
討
議
し
ま
し
た
。

協
議
内
容
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
伝
統
的
な
鹿
嶋
祭
り
が
継
承
さ
れ
、
鹿
鳴

伝

統
と

異

彩
壼

衣
製 つ

作 鷹
部 嬌
会 船

船
、
鹿
嶋
人
形
な
ど
製
作
物
に
つ
い
て
、
各

町
内
と
も
そ
れ
ぞ
れ
概
ね
伝
統
を
遵
守
し
な

が
ら
製
作
し
て
お
り
、
特
異
な
も
の
は
皆
無

と
分
か
っ
た
。

・
製
作
段
階
か
ら
個
々
人
の
認
識
差
に
よ
り
、

時
と
し
て
喧
々
譜
々
の
協
議
を
繰
り
返
し
、

鹿
嶋
船
の
完
成
に
こ
ぎ

つ
け
て
い
る
。
各
町

内
と
も
出
来
上
が

っ
た
船
に
は
、
強
い
衿
持

と
こ
だ
わ
り
と
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
他
町

内
の
船
を
鑑
賞
し
た
い
が
、
何
ら
か
の
方
法

で
そ
の
機
会
を
設
け
ら
れ
な
い
も
の
か
。

・
鹿
嶋
船
の
見
せ
ど
こ
ろ
の
搭
載
物

（人
形
）

は
、
各
町
内
と
も
工
夫
を
こ
ら
し
、
時
代
風

刺
や
流
行
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
イ
流
れ
る
自

信
作
の
出
し
物
で
あ
り
、
見
物
人
、
観
光
で

訪
れ
た
客
の
み
な
ら
ず
、
各
町
内
の
携
わ

っ

た
関
係
者
の
も

っ
と
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
鹿
嶋
船
を
審
査
す
る

「
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
行
な

つ
て
は
ど
う
か
。

・
船
の

「ふ
な
べ
り
」
と
し
て
使
う

「が

つ

ぎ
」
の
採
取
や
入
手
が
年
々
困
難
を
増
し
て

お
り
四
苦
人
苦
し
て
い
る
。
今
後
、
そ
の
よ

う
な
事
態
に
備
え
て
対
応
策
を
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

。

「鹿
島
流
し
」
が
今
で
は
環
境
保
全
上
か

ら
鹿
嶋
人
形
を

「小
さ
な
船
」
に
乗
せ
て
流

し
た
り
、
伝
統
そ
の
ま
ま
に
行

っ
て
い
る
、

終
わ
れ
ば
即
、
解
体
処
分
と
し
て
い
る
町
内

等
々
と
多
様
で
あ
る
。
伝
統
か
、
環
境
か
の

難
し
い
判
断
と
同

一
の
方
法
に
対
す
る
抵
抗

感
も
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
最
も
適
切
な
方

策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か
。

・
各
町
内
の
鹿
嶋
船
の
製
作
工
程
の
最
初
か

ら
写
真
撮
影
を
お
願
い
し
、
そ
れ
を
基
に
部

会
を
開
催
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
と
の
結

論
に
達
し
た
。

伊
藤
富
美
雄
保
存
会
会
長
か
ら
、

「他
部

会
か
ら
も
同
主
旨
の
内
容
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
役
員
三
役

・
各
部
長
合
同
会
議
で
協
議

し
今
後
の
鹿
鳴
祭
に
活
か
し
て
参
加
町
内
会

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
感
想
と
抱

負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。



四
月
十
三
日
、
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
新
屋
鹿
嶋
祭
保
存
会
広

報
部
会
が
行
わ
れ
、
高
橋
伸
部
長
、
藤
枝

隆
博
副
部
長
、
広
報
部
員
の
伊
藤
富
美
雄

保
存
会
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

広
報
部
の
役
目
は
、
保
存
会
組
織
の
運

営
と
活
動
内
容
を
会
員
及
び
新
屋
地
域
内

外
に
広
報
宣
伝
を
行
う
部
会
で
す
。

以
下
、
課
題
別
に
討
議
し
た
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
独
自
の
Ｈ
Ｐ
を
開
設
予
定

現
在
、
新
屋
振
興
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を

「間
借
り
」
し
て
保
存
会
活
動
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
独
自
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
た
場
合
、
年
間
四
〇

〇
〇
円
程
度
の
予
算
化
が
必
要
で
す
。

■
新
屋
鹿
嶋
祭
保
存
会
Ｈ
Ｐ
メ
ニ
ュ
ー

（案
）
は
次
の
と
お
り
。

●
最
新
情
報
　
　
▼
保
存
会
機
関
紙

「鹿

嶋
さ
ん
」

ニ
ュ
ー
ス
　
▼
総
務
事
務
局

▼
事
業
部
　
▼
広
報
部
　
▼
調
査
研
究
部

▼
実
技
部
　
▼
制
作
部
　
各
部
活
動
報

告
、
予
定
等
を
掲
載
。

会
長
挨
拶

（原
稿
お
願
い
）

。
沿
革

・
組
織

・
役
員

。
会
則

・
入
会
案
内

・
リ

ン
ク

・
問
い
合
わ
せ

。
掲
示
板

◆

「
鹿
嶋
さ
ん

ニ

ュ
ー

ス
」
を
全
町

内
に
回
覧
用
配
布
。

・
内
容
は
具
体
的
な
練
習
会
／
展
示
会
と

か
、
本
番
に
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
に

し
て
、
鹿
嶋
さ
ん
の
２
週
間
ぐ
ら
い
前
に
、

「新
屋
鹿
嶋
祭
保
存
会
」
の
存
在
を
知
ら

せ
る
。

※
新
屋
全
町
内
会
回
覧
に
約
４
０
０
部
必

要
。
各
町
内
会
に
回
覧
部
数
を
作
成
し
お

願
い
す
る
。

（
５
月
中
の
全
町
代
表
者
会

議
ま
で
）

◆
マ
ス
コ
ミ
に
対
策

（売
り
込
み
）

。
記
者
ク
ラ
ブ
な
ど
で
の
資
料
配
布

・
新

聞
社
や
放
送
局
／
雑
誌
社
に
直
接
コ
ｘ
や

メ
ー
ル
を
送
信

・
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
有
る
と
き

（歌

市
営
仁
宅
子
供
会
太
鼓
練
習

　
調
査
研
究
部
会
の
熱
ぶ
な
討
謙

　

歴
史
を
組
解
く
貴
菫
な
資
料

と
太
鼓

の
練
習
会
な

ど
）
に
、

マ
ス
〓
ミ

に
来
て
も
ら
う
。

◆

「新
屋
鹿
嶋
祭
」

ポ

ス
タ
ー

＊
美
短

の
学
生
さ
ん

に
製
作
し
て
も
ら
う
。

（来
年
以
降
の
課
題
）

。
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
募
集

・
ロ
ゴ
の
募
集

・
駅
や
公
共
機
関
に

貼

っ
て
も
ら
う
。

※
今
年
は
時
間
も
な

い
こ
と
か
ら
広
報
部

で
ポ

ス
タ
ト
を
作
成

０

０

８

６

４

３

５

５

０

１

吉神粒All顧と予定時刻
口

■

‐

ヽ

す
る
。

※
配
布
先
　
各
町
内
会
、
主
要
な
公
共
建

物
、
Ｊ
Ｒ
、
新
屋
内
企
業
会
社
、
病
院
な

ど
に
協
力
要
請
。

◆

「
新
屋
鹿
嶋
祭
」
当
日
に
、
見
物

客
に
配
布
す
る
。

・
各
町
内
の
入
船
順

・
各
町
内
の
見
返
リ
テ
ー
マ

※
日
吉
神
社
周
辺
、
沿
道
の
見
物
人
に
配

布
す
る
。
Ａ
４
版

（ポ
ス
タ
ー
ミ
ニ
版
）

◆

「
新
屋
鹿
嶋
祭
保
存
会
」

の
グ

ッ

ズ
を
作
成
す
る
。

四
月
十
七
日
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
事
業
部
会
が
行

わ
れ
小
島
初
男
部
会
長
、
狩
野
紀
男

副
部
長
を
は
じ
め
十
名
が
会
議
に
出

席
し
ま
し
た
。
事
業
部
は
事
業
方
針

に
基
づ
き
研
究
発
表
、
実
技
発
表
、

講
演
会
な
ど
企
画

・
運
営
を
担
当
す

る
保
存
会
の
要
的
な
部
会
で
す
。
小

島
初
男
部
会
長
は

「事
業
部
は
企
画

を
主
と
し
て
保
存
会
の
総
括
的
な
役

割
。
各
部
会
の
報
告
を
受
け
て
当
面

す
る
事
業
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
討

議
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

オ
ブ
参
加
の
高
橋
伸
広
報
部
長
か

ら
は
、
各
部
会
で
出
さ
れ
た
資
料
や

討
議
内
容
を
報
告
が
あ
り
議
論
に
入

り
ま
し
た
。

「本
年
当
番
町
緑
町
内

会
が
鹿
嶋
祭
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を
検
討

し
て
お
り
、
保
存
会
で
も
マ
ス
コ
ミ

対
策
含
む
統

一
的
対
応
を
」

「来
場

者

へ
の
参
加
町
内
会
の
紹
介
や
看
板

に
よ
る
宣
伝
を
」

「鹿
嶋
祭
船
の

一

同
に
会
す
る
展
示
場
の
企
画
を
」

「写
真
の
記
録
保
存
と
展
示
会
開
催

を
」

「鹿
嶋
祭
講
演
会
の
開
催
に
向

け
て
講
師
選
出
を
検
討
し
て
い
く
」

な
ど
意
見
交
換
が
交
わ
し
ま
し
た
。

保
存
会
の
活
動
資
金
と
し
て
秋
田

市
の

「地
域
づ
く
り
交
付
金
」
制
度

の
活
用
を
視
野
に
タ
ス
キ
、
袢
纏
、

織
旗
の
制
作
を
総
務

ｏ
事
業
と
共
に

検
討
し
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

次
回
の
事
業
部
部
会
開
催
は
、
六

月
二
五
日

（月
）
十
六
時
ウ
エ
ス
タ
ー

で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
事

業
部
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※

「地
域
づ
く
り
交
付
金
」

を
活
用
で
き
な
い
か
？
予

算
化
必
要

（６
月
）

“
械
旗
　
日
吉
神
社
境
内

に
掲
揚

・
腕
章

・
ハ
ツ
ピ
、
ジ
ャ

ン
パ
ー

。
タ
ス
キ
な
ど

「新
屋
極
褥
容
踏
欠
ご

の
名
前
入
り

※
保
存
会
役
員
ら
が
着
用
。

◆

「新
屋
鹿
嶋
祭
」
当

日
に
撮
影
会
。

・
以
前
に

「Ｎ
Ｐ
Ｏ
参
画

屋
」
で
や
っ
て
い
る
。

果口春護学校
2、 ヤ表町
3、 十條 園地

4、 南新 lFJ

5、 下表●I
6、 北新 FT

7、 関町後
8、 レヒ内WJ

9、 笹 町
10、 高美町
11、 大夕ll●T
12、 汁口●T
13、 録 FT
14、 駅前WJ

15、 愛ガ町
16、 南団地

17、 上泉町
18、 口几沢FJ

19、 関 OT
20、 市営住宅
21、 日の出9J

○子試24年度鹿嗚祭は新屋20町

采口養護学校鰺 カロtます。

○今年11縁町町内会が当番町スイ。

☆ 子戌25年当春町 りL新町

☆ 子試26年当春町 南新町
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